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・介護事業部門の管理栄養士（以下RD）が月1回・1時間の定例会議を開催し、各施設で発生している
　食支援に関する課題や給食業務の問題点を共有した。会議では課題の整理と解決策の検討を行い、各
　施設での実践に活かしている。
・介護事業部門のRD全体で栄養管理を統一するため、栄養ケア・給食管理の共通業務マニュアルを作
　成し標準化を図った。マニュアルの理解向上を目的に勉強会や症例検討を実施し、RD間の知識共有
　とスキルの平準化を進めた。
・定例会議では、RD同士のコミュニケーションを重視し、 顔を合わせる事で、疑問や相談がしやすい
　関係作りを行った。さらに、介護職・看護職・リハビリ職など他職種からの意見や課題を積極的に取
　り入れ、法人全体で連携しながら食支援の質向上に取り組んでいる。

■活動の成果と評価
・症例検討を通じて栄養管理の質が向上し、RDの評価・判断基準の標準化を図ることができた。栄養
　アセスメント加算については、加算件数の多い施設の運営方法を参考に営業活動や外部勉強会を行っ
　た結果、1年間で加算件数は1件から53件へと大幅に増加した。その後、新たに栄養改善加算の介入
　も開始し、利用者に対する栄養マネジメントの幅が広がった。
・共通マニュアルの作成により、業務の進め方に対する不安が軽減し、どの施設でも同じ水準で栄養
　管理・給食管理が行える体制が整った。
・定例会議を行うことで、顔を合わせRD同士の関係性が深まった。関係性作り行った結果、相談・情
　報共有が活発化したことで、より迅速かつ円滑な連携が可能となった。

■今後の課題
・専門性の向上を目指す。
・各施設の特性を把握する。
・専門職への連携を推進する。

■具体的な取り組み

■取り組んだ課題

・食支援と業務内容の共有
・勉強会の実施と栄養管理の統一
・定例会議の開催を通しての関係性作りと多職種連携

1 ひまわり
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愛生館 事業所紹介



介護福祉事業部門
老人保健施設ひまわり（老健） 特別養護老人ホームひまわり（碧南特養）

特別養護老人ホームひまわり（安城特養）

管理栄養士配置人数：2人 管理栄養士配置人数：2人

管理栄養士 配置人数：3人
養護老人ホーム
管理栄養士配置人数：1人



管理栄養士が感じていたこと

他施設は「どうしているのだろうか？
利用者さんの食事療法はどうしたら…？
1人で不安だ、どうしよう…

課題
・各施設間の情報共有する場がないこと
・専門職の視点で意見交換する機会がないこと
・他施設の管理栄養士と交流する機会がないこと



情報共有

協議

交流

・食支援の取り組み
・業務内容共有

・勉強会や症例検討
・栄養管理の統一

・施設見学
・ランチ会議
・試食会

課題に対しての対策



管理栄養士会議の開始

管理栄養士会議の目的
・情報共有
・課題解決
・業務改善
管理栄養士の横展開を行う

法人全体のサービス
向上を目指す



取り組み 情報共有

加算の状況共有 食支援

給食管理の共有 レクリエーション



取り組み 協議

共通

マニュア
ル

老健

マニュアル

碧南特養

マニュアル

安城特養

マニュアル

栄養計画書や
加算の流れ等

勉強会や症例検討



取り組み 交流

施設見学 ランチ会議 試食会



結果 情報共有

運営

商品準備

運営

商品準備

業者へ委託

管理栄養士担当

管理栄養士の負担軽減
栄養面のサポート実施



結果 協議

栄養アセスメント加算
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結果 交流

施設見学 ランチ会議 試食会

他施設とつながる場も少ないので交流する事は嬉しい
直接顔を合わせる事で何気ない報連相ができている
疑問に思ったことをすぐに相談できる関係性がある



管理栄養士の連携を通して・・・

同職種と速やかに課題や悩み
を相談、共有でき解決に向け
て動けることができる！

自分の施設を知ってもら
う機会があって嬉しい！

管理栄養士の先輩がすぐ近くに
いる安心感がとてもいい！

栄養管理や給食管理の
理解が深めやすい！



今後の課題

専門性の向上

他施設独自の取り組みを知る

同職種での連携を勧める



Kobayash i Hea l th Care Sys tem

ご清聴ありがとうございました
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